万 葉 精神に ついては いろいろの 解説が 許される であろ 

うが、 あの 詩歌 を 読んで、 吾々 が —— 少く とも 私が、 

最も 心 を 打 たれる の は、 あの 中に 溢れて る 青春で ある _ 

斯く 云えば、 この 青春の 語が 何 を 意味す るか は 明かで 

あろう。 それ は、 青年時代の 青春と いうが 如き もので 

はない。 その 自由 さ潑剌 さは、 魂の 躍動 は、 一種の 決 

意に 浸透され た 後の ものである。 決意に 向って、 大ぃ 

なる 犠牲に 向って、 或は 大 いなる 行為に 向って、 進ん 

で ゆこうと する、 その 前の もので はなく、 心理的に は 

既に 進んで いった 後の ものである。 こういう 境地に 

あって は、 詩歌に よる 形象の 構成、 形象の 創造が、 一 



支那 はどう か。 これに 真の 青春 を 吹き こむ ことが 可能 

であるか どうか。 ここに も、 要望され る 文学の 責任の 

一 つが ある。 

大陸 は 老いて いるが、 島 は 常に 若い。 こう 云えば 過 

言であろう か。 それ はとに かく、 わが 青春 は 島 を 夢み 

る。 なぜなら、 神話が 復活して きたから である。 日本 

の 神話 は 島の 神話 だ。 古事記の 物語 は 島の 物語 だ。 

吾々 が、 今、 地図 を披 いて、 太平洋に 散布して る 島々 

を 見入る 時、 おのずから 眼に 涙が 浮んで くるの は、 何 

故であろう か。 皇軍の 大作 戦の 故 もあろう。 然し それ 

ばかりで はない。 この 大作 戦 を 通じて、 神話の 復活 I 



I 島の 神話た る 日本 神話の 復活が、 胸の 底に ひしと こ 

たえる ので ある。 フィリッピ ン だけで も 七 千 余の 島が 

あると いう。 大東 亜海の 島々 は 無数であろう。 神話の 

復活の 中に 身 を 置いた わが 青春 は、 そこ を、 その 大小 

無数の 島々 を、 故郷の ように 夢み るの だ。 夢みつつ 涙 

ぐむ の だ。 神話が 復活した からだ。 

現代への 神話の 復活 を、 こういう 風に 述べれば、 余 

りに 他愛ない こと だと 識者 は 笑われる であろう。 けれ 

ども、 わが 青春 そのものの 胸へ じかに ふれる もの は、 

先ず そこから 始まる ので ある。 民族精神の 高さ も 深さ 

も 底知れぬ 力の 発現 も、 そこから 湧いて くるので ある _ 
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